
Show-a通信 2025.1

第34号

医療法人彰和会の「彰和（Showa）」と明らかにするという意味の「Show」を合わせて、「Show-a通信」としました。
私たちの仕事をお知らせすることで、消化器科領域の最新医療をお伝えします。

北海道消化器科病院は消化器病分野の最先端治療で地域医療に貢献しています

広報誌
つ う し んし ょ う わ

手術支援ロボット

Surgical Robot System
hinotori
安全で精度の高い
消化器外科手術を提供



手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ヒ
ノ
ト
リ
」の
運
用
開
始

　
消
化
器
科
領
域
の
外
科
手
術
は
、
開
腹
手
術
か

ら
腹
腔
鏡
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
へ
と
高
精

度
に
進
化
し
て
い
ま
す
。 

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
は
現
在
、
米
国
イ

ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ
カ
ル
社
の
「
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
（d
a V
in
c
i S
u
rg
ic
a
l S
yste

m

）」
が

日
本
で
の
導
入
約
6
0
0
台
と
主
流
で
す
が
、

2
0
2
0
年
に
日
本
の
メ
デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
社
（
本

社
：
神
戸
市
）
が
開
発
し
た
国
産
初
の
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
「
ヒ
ノ
ト
リ
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

ヒ
ノ
ト
リ
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
ー
ム
の
関
節
が
多
く
、
執
刀
医
の
腕
の
動
き
を

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
再
現
で
き
る
こ
と
か
ら
、現
在
、

全
国
各
地
の
病
院
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

執
刀
医
の
手
技
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
再
現
し

精
度
の
高
い
腹
腔
鏡
手
術
を
実
現

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
か
ら
「
ロ

ボ
ッ
ト
が
単
独
で
手
術
を
す
る
姿
」
を
想
像
し
不

安
に
感
じ
る
患
者
さ
ん
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
執
刀
医
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
い
ま
す
。

　
執
刀
医
が
サ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
両
手

両
足
を
使
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
し
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
の
ア
ー
ム
に
取
り
付
け

ら
れ
た
内
視
鏡
カ
メ
ラ
や
手
術
器
具
を
動
か
し
て

腹
腔
鏡
手
術
を
行
い
ま
す
。
手
ぶ
れ
防
止
機
能
や

多
関
節
構
造
に
よ
る
ア
ー
ム
操
作
に
よ
っ
て
精
細

な
手
技
が
可
能
で
、
病
変
周
囲
の
健
康
な
組
織
や

臓
器
へ
の
侵
襲
を
最
小
限
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、

体
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
、
術
後
の
回
復
期
間
の

短
縮
を
目
指
せ
ま
す
。

　
腹
腔
内
の
様
子
は
、
奥
行
き
感
の
あ
る
3
D
映

像
や
鮮
明
な
拡
大
映
像
と
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
映
し

出
さ
れ
、
手
術
チ
ー
ム
全
員
が
同
時
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
き
ま
す
。

　
当
院
に
は
ヒ
ノ
ト
リ
を
使
っ
て
執
刀
で
き
る
資

格
を
取
得
し
て
い
る
消
化
器
外
科
医
が
2
人
（
岡

手術支援ロボット

Surgical Robot System
hinotori
安全で精度の高い消化器外科手術を提供

北海道で
2番目の導入

消化器

消化器外科 岡村 圭祐
北海道消化器科病院 副院長

旭川医科大学卒
清田病院、名寄市立総合病院、北海道大学
病院などを経て、2021年10月から北海
道消化器科病院に勤務・副院長に就任。
北海道大学客員准教授

【学会認定資格など】
日本外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
日本消化器病学会専門医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本肝胆膵外科学会高度技能専門医
日本膵臓学会指導医
日本臨床外科学会北海道支部評議員

北海道消化器科病院では、国産初の手術支援ロボット「ヒノトリ

（hinotori Surgical Robot System）」を導入し、2024年6月

から運用を開始。直腸がんの摘出手術などに活用しています。北

海道では札幌医科大学が初で、当院が2番目に導入しました。



■オペレーションアームをコンパクトにセッティングできる

■高精度モニターの拡大機能によって肉眼よりも高精細に見え、

　鮮明な3D映像画質によって血管や神経を正確に確認できる

■手振れ防止機能によって、ロボットアーム先端の鉗子が人の手よりも繊細に動く

■多関節アームによって鉗子やカメラなどが腹腔内でスムーズに動かせる

■長時間にわたる手術でも、執刀医は安定した姿勢で座り手術の精度を高められる
サージョンコックピットから

アームを操作し病変を摘出
（執刀医：福島正之消化器外科部長）

サージョンコックピット

村
圭
祐
副
院
長
、
福
島
正
之
消
化
器
外
科
部

長
）
お
り
、
執
刀
助
手
（
消
化
器
外
科
医
）

や
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
も
研
修
を
受
け

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
消
化
器
領
域
の
外
科
手
術
に

は
、消
化
器
外
科
医
が
3
人
必
要
で
し
た
が
、

ヒ
ノ
ト
リ
導
入
後
は
消
化
器
外
科
医
2
人
を

中
心
に
安
全
に
外
科
手
術
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
、
麻
酔
科
医
1
人
と
臨
床
工
学
技
士
1

人
、
看
護
師
2
人
を
含
む
6
人
で
ワ
ン
チ
ー

ム
が
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
直
腸
が
ん
・
胃
が
ん
の
症
例
に
運

用
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
全
て
の
消
化
器

ロボット支援下低位前方切除術
「ヒノトリ」を使用した

症例

「ヒノトリ」のメリット

❶
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
・
ヒ
ノ
ト
リ

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ム
と
腹

腔
鏡
手
術
用
の
カ
メ
ラ
や
鉗
子
を

接
続
す
る

❷
執
刀
医
が
サ
ー
ジ
ョ
ン
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
に
座
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
ー
ム
を
操
作
し
、
鮮
明
な
3
D

映
像
を
見
な
が
ら
病
変
の
切
除
や

止
血
、
摘
出
、
吻
合
を
行
い
、
患

者
横
に
座
る
執
刀
助
手
が
5
本
目

の
ポ
ー
ト
を
操
作
し
執
刀
医
の
動

き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

❸
執
刀
医
と
執
刀
助
手
が
、
腹
部
か

ら
カ
メ
ラ
や
鉗
子
を
抜
き
取
り
、

腹
部
に
開
け
た
5
つ
の
穴
を
縫
合

す
る

手
術
ス
タ
ッ
フ
体
制

消
化
器
外
科
医
（
執
刀
医
、
執

刀
助
手
）、麻
酔
科
医
、看
護
師
、

臨
床
工
学
技
士

主
訴
：
下
血

検
査
：
大
腸
内
視
鏡
検
査
で
上
部
直
腸
に

全
周
性
の
腫
瘍
を
確
認
（
内
視
鏡

は
通
過
し
な
い
状
態
）

診
断
：
生
検
で
腺
が
ん
を
認
め
、
進
行
直

腸
が
ん
と
診
断

治
療
：
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
低
位
前
方
切
除

術
を
施
行

術
後
：
術
後
10
日
目
に
退
院
し
、
再
発
な

く
外
来
通
院
で
経
過
を
観
察
中

50
代
・
進
行
直
腸
が
ん直腸に全周性の腫瘍を

認め、生検で直腸がん
と診断した

大腸内視鏡検査造影CT検査

腫瘍は上部直腸に存在
した

腫瘍による直腸狭窄が
あった

が
ん
の
腹
腔
鏡

手
術
に
ヒ
ノ
ト

リ
を
用
い
る
こ

と
で
、
患
者
さ

ん
に
精
度
の
高

い
医
療
を
提
供

し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

オペレーションアーム
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TOPICS

北海道消化器科病院では
「医療者の手術見学」を積極的に受け入れています

コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
と

迅
速
な
対
応
が
決
め
手

　
当
院
が
「
ヒ
ノ
ト
リ
（h

in
o
to
ri 

S
u
rg
ical R

o
b
o
t S
ystem

）」
を

選
択
し
た
の
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
ー
ム
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
自
由
度
が

高
く
、
当
院
の
手
術
室
で
も
展
開
が

可
能
な
こ
と
か
ら
で
す
。
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
は
ア
ー
ム
が
大
き
い
た
め
広
い
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
が
、
ヒ
ノ
ト
リ

は
あ
る
程
度
の
広
さ
が
あ
れ
ば
稼
働

で
き
ま
す
。
地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
医
療
機
関
が
導
入
し
や
す
い
コ
ン

パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で
す
。

　
ま
た
、
国
内
企
業
な
ら
で
は
の
迅

速
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
問
い
合
わ

せ
の
返
答
や
要
望
の
対
応
が
ス
ム
ー

ズ
な
こ
と
も
決
め
手
で
す
。
稼
働
後

も
安
全
に
運
用
が
で
き
て
い
ま
す
。

当院が
手術支援ロボット「ヒノトリ」を

導入した経緯

ヒ
ノ
ト
リ
導
入
か
ら
稼
働
ま
で
の
流
れ

準
備

◦
メ
ー
カ
ー
と
打
ち
合
わ
せ

◦
装
置
を
手
術
室
に
設
置
・
展
開
で
き
る

か
を
確
認
（
面
積
、
重
量
）

◦
導
入
後
の
サ
ー
ビ
ス
対
応
の
確
認

ス
タ
ッ
フ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
医
師
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど

の
手
術
ス
タ
ッ
フ
が
研
修
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
講
（
医
師
は
執
刀
資
格
を
取
得
）

装
置
の
特
徴
や
操
作
方
法
、

手
順
を
把
握

◦
ヒ
ノ
ト
リ
を
使
用
し
た
手
術
体
制
を
整
備

◦
ヒ
ノ
ト
リ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
効
率
的

な
作
業
手
順
書
を
作
成

手
術
の
実
施

　
患
者
の
体
へ
の
負
担
が
よ
り
少
な
い
、

安
全
で
精
度
の
高
い
治
療（
腹
腔
鏡
手
術
）

を
提
供

岡村圭祐副院長

オペレーションアーム

サージョンコックピット


